
…1 1 分科会 （ チ ャイル ドライ ン 一千薫 か らの発情 －〉

2 0 0 2 年 1 2 月 8 日 1 0 ：0 0 ～ 1 2 ：0 0 本館 6 階 6 0 8 号室

主催 子 ども劇場千葉県セ ンター

参加人数 2 0 人 （うちスタッフ 7 人）

“友だちって何だろう’‥‘自分の居場所がない’’“性の悩み”“こんなにがんばっ

ているの に”“私の気持ちわか って’’‥‥‥。このような子どもの声を聴＜ たびに「子

どもへのまなざし」は改めて子どもの人権への配慮や、子どもからの声をしっかり

と聴き、受け止めることが子どもに対する社会のあり方だと思います。

開設して 3 年半、 4 0 0 0 件余の子どもか らの電話 を受けたチ ャイル ドライン干

葉「子ども電話」が、子どもの声を社会に発信しながら、参加者とともに子どもの

状況を交流しあいます。

■●▲ ▲

●
●

●

●

1 ．報告者 佐藤節子

〈チ ャイル ドライ ン の 2 つの 目的 〉

・ 子 どもは 自 ら解 決 す る力 を も って い る。 エ ンパ ワ メ ン トを応 援す る電 話。

・子 どもの声を聴いた大人の責任 として、子 どもの声 を社会に還 してい く。

（子 どもた ちがチ ャイ ル ドライ ン に求 めてい る こ とは…〉

・電話から聞こえる子 どもか らの一番強いメ ッセージは 「私の声を聞いて」 とい う叫び

・ 話 を聞いて欲 しい相手は特定ではない。

・ コ ミュ ニケー シ ョンが 取れれ ば解決 で きそ うに思 うが、 そ の習慣 が 身 につ い ていな い よ うな

状況が感 じられ る。

・ 子 ども は 自分 の こ とをそ の ま ま認 めて 聞い て も らえ る場 を求 めて電話 をか けて くるので は な

い か と考 え られ る。

〈聴 く とい う こ との 難 し さ〉

・ 自分 （受けて）の考えを横に置 く。半歩下がって子 どもの話 を聴 く姿勢 をもつ。

・ 子 どもに とって 、理 解 しよ うとい う姿勢 で聴 いて くれ る、一 緒 に悩 ん で くれ る大 人 がそ こに

い る とい うこ とが 、大切 なの で はな いか。 そ の こ とで 、子 どもを勇気 づ け、一歩 を踏 み 出す

気 持 ち にな る ので はな いか。 そ して、子 どもを信 じる こ と。

・ チ ャイル ドライ ンはそ んな経 験 を、子 どもた ちがす る ところ とい う気 がす る。

2 ． 質問 コーナー

・ チ ャイル ドライ ンへ のい くつ か の質 問 に答 え る。

3 ． グループ交流

・ 4 ～ 5 人にわかれてそれぞれの活動を話 した

り、子 どもの状況な どについて意見交換する。

′

4 ．「自己尊 重」 ワー ク

・ トレー ナー の語 り掛 けに 耳 を傾 け、 自分 を褒

め て あげ る ワー ク。

・ニ 人組で前の人 は目を閉 じ、後 ろの人は前の

人 の肩 に手 をか けて歩 く方向 を教 える ワー ク。

・同 じ二人組がそれぞれの話 をただ聴 くワー ク。

以上が分科会の内容です。
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第12 分科会 ・

rわた したちは ここにいる～武 力紛 争 と子 どもの権 利～」

1 ．第 12 分科会 って どん な感 じだ ったの ？

告者 ＆ リソー スパ ー ソン

（ 0 ）ア イス ブレーキ ング

子 ども もお とな も女の 子 も男 の子 も、パ レス テ ィナや カ ンボ ジア 、武 力紛争 の こ と

を知 っている人 も全 く知 らない人 も参加 していたので、まずは心 とか らだの緊張を

ほ ぐす た めに アイ スブ レー キ ングを しま した。「ヒュー マ ンチ ェー ン」 を ほ ど くに

は、参加者みんなの協力が必要で武力紛争 を解決す る為のイメージがちょっぴ りわ

い て きま した。

（ 1 ）パ レステ ィナの子 どもについての報告 （ 10：15 －12 ：0 0）

パ レステ ィナ子 どものキャンペーン常務理事 今村真 弓さん（詳細は 2 、参照）

（ 2 ）カンボジアの子 どもについての報告（ 13：0 0 －14 ：15）

子 ども通信社 V O I C E 記者 （敬称略）

笠井笑生子 （12 才）・ 染田桜子 （13 才）・ 須田枝里奈 （15 才）・ 土 田朋水 （16 才）

（ 3 ）武 力紛争 と子 どもの権利についての レクチャー く14：15 －14：4 5）

A R C 代表 平野裕二 さん

企画 担 当 ＆ ファシ リテ ー ター

安部芳絵

（子 どもの権利 ・ 子 ども参 加 フ ァシ リテ一 夕ー）

9 才～50 代 まで約 40 名

2 ．「いまこそ、絶望 の ‘‘外 ’’か らで きることを」（子 ども記者 による記事 ）

「わた したちは ここにい る」、 と銘打たれ た第 1 2 分科会。 この分科会では 〝武力紛争

〟たよって子 どもたちが どのよ うな生活 を強い られているかについての報告が行われた。

紛争地域で あるパ レスチナ に住む子 どもたちの声 を紹介 したのは、パ レステ ィナ子 ども

のキャンペー ン常務理事の今村真 弓 さん。今村 さんは 「紛争下にあっても人 々は 日常を生

きよ うとしています」 とある ビデオを私たちに見せた。 〝外出禁止令〟が敷 かれた街で暮

らす 、ある少女の物語がその ビデオには収め られ ていた。
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イスラエルによって外出禁止令下に置かれ た人々はそれ ぞれの家の中でのみ生活 を許 さ

れる。 も しも外 出 した とすれば銃撃 され て しま う。子 どもたちは無差別な発砲や人の いな

い街 を闘歩す る戦車のがな り響 く走行音に、いつ も怯えながら生活を してい る。

そん な街 で生 活 す る少 女 ミス リー ン。 ミス リー ンは学校 に行 きた い と強 く考 えてい たた

め、いつ発砲 され るかわか らない通学路を歩いて学校 に通い続 けていた。そんなある 日の

こ と、 ミス リー ンは通学 す る こ とが 不可 能 とな る。原 因 は学校 の休校 だっ た。

「パ レスチナでは外 出禁止令 の影響で どうしても学校が休校 にな ることが多 く、 これ は

パレスチナの教育問題 に深い影 を落 としています」 と今村 さんは説明 した。 －しか し街 の大

人たちは、学校 を休校す ることについて話 し合いを重ね続 け、ある結論 を出す。

「私 た ち はイス ラエル と勉 学で 競争 しな けれ ば な らな い。 学 校 を再 開 しよ う」

それ は外出禁止令が敷かれた中での苦渋の選択 だった。 そ うして ミス リーンは再び学校

へ通 う こ とが で き る よ うに な っ た とい う。 今 村 さん は こ う語 る。

「 今パ レスチナは絶望の中にいます」

ミス リー ンが学 校 に通 えた の はそれ か ら何 ヶ月 か だ けの こ とだ った。 イ ス ラエル ・ パ レ

スチナ間の緊張が高まった ことによ り、再び学校は休校せ ざるをえな くなったのだ。

絶望の 〝外〟にいる私たちが考えるべ き子 どもの権利の現状は、山ほ どあるはずだ。

（子 ども通信社 V O I C E 記者 土田朋水）

V O IC E ホ ー ムペ ー ジ ⅥW ．払 d 昏VO k e－jp ．org

3 ． じやあわた したちには何 がで きるの ？～参加者の 感想か ら～

・ この こ とを忘 れ ない でお とな にな りた いです 。（15 才 ）

・ 若い人達が自然体で外 国に取材や支援を携 えていって らっ しや ること、す ばら しい と思

います。 私の子 ども時代 では考え られない こ とです。みな さんみたいな人達が人権意識

を もち て 今 も社 会 人 に な っ て か ら も世 の 中 に うっ て で る こ とに希 望 を感 じます 。（5 0

代）

・ パ レステ ィナで戦争 をや ってい ることは知 っていたけ ど、いつ始まったか とか、 どんな

状況 な ど詳 しい ことは知 りませんで した。今回得た知識を生か して、もっ といい記事 を
ノ

い っぱ い書 い て世界 に た くさん子 ど もの声 を届 けよ う ！（12 才）

・ 12 分科会で感 じたのは、支援の難 しさ、です。 でもひ とつづつ解 きほ ぐして行けば、よ

い 方向 へ 向か うとい うこ とも感 じま した。
／

（16 才）

・ この分科会に来てよかった～ ♪”大正解”って感 じで した。一 日通 していっばいいろんな
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知識 が増 えま した。生の声が じかに伝 わって きて身近に感 じられま した。 これ か らいっ

ぱい勉強 します。（17 才）

・ 子 どもた ち ともっ ともっ と対話 を した り一 緒 に何 か と りくん でい きた い。（お とな）

・ 若い人達が 自分の 目で見て考 え、意 見を持 ちまたその意見を私たちに伝 えてくれる姿に

感 動 しま した。（お とな）

・ カ ン ボ ジア の ス トリー トチル ドレン、買 春 の こ と、 フ レンズ の支援 の こ とにつ い て考 え

させ られ ま した。まず知 ることが大事かな と思います。で きれ ば一方通行ではなくお互

い に相手の顔が思い浮かべ ば、一歩平和 に近付 けるのではないで しょ うか。（教員なの

で）授業で生徒に伝えていきたいです。意識 しつづ け考 えつづ けていきたい と思います。

（お とな）

☆☆☆☆☆

わた したちが 日頃耳にすることのない、武 力紛争下の子 どもた ちの こと。 いままさに紛

争が起 こつているパ レスティナ と、紛争後 のひとつの未来形 ともいえるカンボ ジアか ら

見えてきた ものは、絶望 ではな く、「わた したち」にも何かできるのではないか とい う

希望 で した。 お っき な こ と じやな くて もい いか ら、 あな た の隣 に い る子 どもた ちへ の眼

差しを変 えてみ て くだ さ い。「自分 なん か な に も で きな い よ J とい う考 えを ち ょっぴ り

ひね って、いつものニ ュースを見てみて くだ さい。 きっと、何か変えられ るはず。

☆☆☆☆☆
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手13 分科 会（ペルーの働 く子 どもたちと交流 しよう「世界の 子どもと日本J〉

講 師 ：エ リザベ ス・ リベ ラ・ アル シラ さん

（17歳・ナソップ全国代表）
カ ル ロ ス ・ ム チ ャ・ ロ メ くん

（17歳・ ナソップ全国代表）

こ ミア・ モ ラ ン・ フ ェルナ ンデス さん

（18歳・ ナソップ全国代表）

リサ ン ドロ・ カセ レス・ ゲバ ラさん

（13歳・ ナ ソップ全国代表）
エ ステ ル・ デ ィ アス・ ゴ ンザ レス さん

（ナ ソ ップ代 表・ コ ラボ ラ ドー ラ）

ゲス ト：甲斐 田方智子 さん （国際子ども権利セ ンター）

司会 ： 中村国生 （東京 シュー レ）

【 概要】

前 日の シ ンポ ジ ウム を補 足す るお話 を来 日 メンバー 最 年 少 の リサ ン ドロ くん に、 ま た 、

日本 で児童労働 と子 どもの権利 に関する活動歴の長い甲斐 田方智子 さんからご発言いただ

いた。後半、参加者 か ら質疑応答、最後 にナ ソップがワー クシ ョップで行 う全身 を使 った

ゲーム 「ズンズンダー」を全員で体験 し、盛 り上がった。

【 リサ ン ドロ くんの話 の 要 旨】

お じが経営す るパン屋 で働いてお り、ナ ソップには 8 蒔か ら参加、働 き始めたのは 5 歳

のとき です。 は じめは ナ ソップ の こ とも、権利 の こ と も、仕 事 を通 して学 ぶ権 利 が あ る と

いうこ とも知 りませ ん で した。 働 く子 ど もの 地域 グル ー プの キ ャ ンプ に誘 われ てナ ソ ップ

と出会 い ま したが 、家 族 か らは 「恐 い か ら入 るな 」 と言 われ ま した。 で も、 ナ ソ ップ の活

動に参加 して、「子 どもなんだか ら黙っていろ ！とい うのはおか しい。 自分 には権利が あ

る」 とい うこ とを学び ま した。最初、 10 人 の地域グループの代表に選ばれ、ついで リマ市

をま とめるグループの代表に、そ して 10 歳 か ら全 国代表 、20 0 1 年 か らは働 く子 どものラ

テンア メ リカ 代表 で もあ ります。 権 利 は 自分 ひ と りだ け でな く、仲 間 と組 織 で 主張 してい

くことが大事 です。僕 たちは 1 冊 の本 の よ うなもので、 1 枚 1 枚 で はす ぐに破れて しま う

かも しれ ませんが、本になれば破 るに破れ ません。権利 は 自分ひ とりで主張するだけでな

く、組織化 して主張す ることが大事なのです。ナ ソップ も子 どもの権利条約 も、権利 を主

張するときの必要な道具です。

【甲斐 田方智子 さんの話の要 旨】

19 9 2 年 、子 どもの権利 条 約 を広 め働 く子 どもた ちや ス トリー トチル ドレンを支援 す るN

G O 、 国 際子 ども権利 セ ンター を設 立 しま した。 例 えば 、イ ン ドで は C W C とい う子 ども

達の組織があ り、ナ ソップ と共通 した活動 を しています し、働 く子 どもの国際会議 ではす

で に 9 6 年 にイ ン ドとペ ル ーの子 どもた ちは 出会 って いま した。 ま た、9 8 年 に は 日本 で C

W C と東京 シ ュー レの子 どもた ちを 招 き 、「社 会 を変 える子 どもた ち 」 とい うシ ンポ ジ ウ

ムも開催 し、両者が共感 しあっていた ことも印象的 です。 日本では、「子 どもは社会 を変

え られ る存在 だ 」 とい うこ とを教 育 の 中で教 え られ て こない こ とは 、大 きな 問題 です。
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第1 4 分科会 。

義妹施毀 を知っていますか？ ～知 ろう・考えよう恩寵歯間蔦

恩寵園 園長

恩寵簡裁判弁護士

施設内虐待を許 さない会代表

恩寵園職員

養護施設を経験 した青年

恩寵園在園児

新田 目 建 さん

山田由紀 子 さん

浦島 佐登志 さん

長浜 清江 さん

中山 健 さん

小島 博正 くん

′ト島 正 博 くん

小島 正 男 くん

あ

ーt

さ

司会・ 池 口 紀夫 （「千葉県子 ども人権条例 を実現する会」副代表）

池口 「子 どもの人権」 と言 うことは、人類の歴史 において長い間、考え られ てこなかった。

労働者の権利、人種差別の中の少数民族の権利、性差別の中の女性の権利、いづれも人権

を認 められず に苦 しんでい る人 々の側か ら、「人権」 とい う考 えが提起 されて きた。そ し

て、人 としての存在の正 当性 を認 め られて来なかった子 どもの苦 しみが、 19 9 4 年 「子 ども

の権利条約」の成 立によ り初めて社会的 に認識 され、「子 どもの人権」 が私たちに とって

切実 な問題 と して提起 された。 このシンポ ジウムでは、「養護施設」 のなかで、人間 と し

ての声をあげた勇気 ある子 どもたちによって 「子 どもの人権」が問い直 され た 「恩寵園事

件」を通 して、家庭で育つ ことができない子 どもたちの人権 について学んでいきたい。

1 ）r息♯世事件J の推通観明

2 ） 3 人兄弟の小島育たちの発音から…前の恩寵園では、朝 5 時半に起きて、お風 呂掃除

をして、7 時にごはん を食べて 7 時 4 5 分 くらいに学校へ行 って 3 時 ぐらいに帰 ってきて 4

時になった ら掃除があって終わった らご飯になって 6 時か ら 8 暗 までが 自由時間になって

それで一 日が終わ り。 前は消灯が 8 時だったけど今は 9 時 になった。暖房がついた。

3 ）長浜…新体制 になって半年 目に恩寵固に来た。厳 しかった以前の反動でかな り荒れて

いた。例えば辛い恩寵園にいるよりは学校 の方がまだいい とみんな皆勤 のよ うに登校 して

いたのが、不登校の子が増 えた。迷いなが ら悩みなが らの 1 年。「暖か く見守る」でも 「甘

やか しすぎてはいないか」 と。学校 の先生 とも連絡帳を使 って子 どもの良い ところをたく

さん書いて、支 えあってきた。職員 同士 も意 見を出 し合い変わってきた。表を作った りい

ろい ろ工 夫 して 自覚 を促 し 「自主的 にや っ て いけ る よ うに」 を 大切 に してい る。 子 どもた

ちが 、安 心 して暮 らせ る家 に な って きた と思 う。

4 ）体飼、点待の具体的な事柄の一群
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・子 どもにくびわをつ け、鎖 に繋 ぎ床に置いた どんぶ りか らごはん をたべ させた・園児全

員カミ見ている前で子 どもの足首に包丁 をあて血を流 させ た・ 高校生の女子の園児 を下着だ
l

＝ナで立 たせ た・ 子 どもを麻 袋 にいれ 吊 る した。
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5 ）中山… 自分は今 2 1 歳だが中学校の半分から 3 年前まで八街にある東京都の施設で暮
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らして い た。 親 と仲 が悪 くて （虐 待 とは気 づ い てな か っ たが ） この ま ま では ア ブナ イ と思

って、 自分 か ら家 を出て施設 に入 った。「施設」 と言 う所 は、その中でなにが起 こってい

るか、子 ども同士 も、施 設外の人 にも殆ん どわか らない。「施設」はそ こで生活す る子 ど

もに とって は 「家 」。 人 権 って 当 た り前 の 自由に もの が言 え る生活 の 中 に あ るの では な い

か。「施設」 は子 どもに とっての安心できる 「家」にな らな●ければいけない。家庭 で真冬

の5 時半に風 呂掃除 させますか。

6 ）新 田日… 「恩寵園間接」は誰 にでも起 こ り得 ると思 う。 今、全国に 5 7 0 の施設 があ

るが体罰 、虐待 に転落す る可能性 は全部 にある。実は私 もかつて野球の監督 で子 どもたち

をしごいていた。私の 40 年 間の施設 での仕事は、狂暴な私 と穏やかな私 との闘いで もあ

った。体罰 と無縁 な教育は出来るか。いま恩寵園 で必死でやってい る。 それは、子 どもに

対す る、人間に対す る考 え方が変わったこ とによる。昭和 4 7 年 （19 7 2 年 ） ドイツの施設

へ勉強に行 く機会 を与え られ、シュタイナーの教育思想 をバ ックボーン とした人たちに出

会っ た。 一一言 で い うな ら＜ 子 どもはみ ん な 、 よ く生 き よ うとい う衝 動 を持 って い る。 それ

を目覚め させ 、目覚 めるまで待つ事が私 たちの任務だ ＞と言 う考え方を学んだ。

施設の職員が一番困 る事 、直面す る問題 は子 どもが悪い事 を した時、叱 らない といけな

いとい うこ と。 本 当 は叱 りた くな い。 で も叱 らな くて はな らな い。 何 故叱 りた くな い か。

叱る事で子 どもとの信頼関係 が損なわれ るこ とを恐れ る。 また叱 らな けれ ばいけない と悩

む。 ます ます 悪 くな るの では ない か と不安 にな る。 こ ころな らず も叱 る。 で も度重 な る と、

ど うしてわ か って くれ ない のか ？と言 う気持 ちに な り、体罰 にな る。子 どもは よ りよ く生

きよ うと して い る、 目覚 め るまで待 と う と信 頼 す る こ とは な かな か難 しい。 子 どもた ち を

愛し、 自由に したい。 自 由で愛 にみ ちた 家 を作 ろ うと。 2 年 半 た ち子 どもた ちは 明 る く元

気に な った。 あれ も した い これ も したい と言 うよ うにな っ た。

7 ） 浦 島・‥「施設」は市民の側 か ら見えにくい。辛い思いを している子 どもは、誰 も信 じ

ない。初めは人間 じやない、これ は野獣だな と思った。人間的な感覚 をとりもどす までは、

ただ そ ばに い てや るだ けだ っ た。 僕 らの こ とを信 じて くれ る まで。「浦 島 さん た ち裏切 っ

たら人 間 じや な くな っち や うもんね 」 つ て。 ほ ん とに ピュア ー。 で もそ こを 見な いで 、 押

え込 まれ PPかれて叩かれて育 った子 ども。一緒に裁判 を闘った。子 どもの苦 しみを 自分の

事として受け止め支援 して くれた仲間がいた。

8 ）山田… 恩寵園の裁判は 「住民訴訟」 と言 う手段での訴 え。体罰や虐待 に対 して 「損

害賠償請求」（これ が一般的）が出来ない為。虐待 を受けた子 どもが未成年なので、訴 え

を起 こすのは親 になるが、その親代 わ りが、虐待を行っている当事者恩寵園の園長 （当時）

だづたわ けだか ら。一県民の浦島 さん と私が、千葉県に対 して、虐待 を しているよ うな園

長へ の給与の支給は、公金 の不 当な支出にあたると。苦 しい裁判だったが仲間に助け られ、

傍聴 にきて くれた県民の皆 さんに支え られて勝つ事が出来た。そ して純真 な勇気 ある子 ど

もたちの証言が裁判官 を変えた。 2 00 0 年 1 月 2 7 日に良い判決がでた。

（担 当・「千葉県子 ども人権条例 を実現す る会」 記録・ 文責 鎌倉淑子）
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第1 5 分科会 子育て教育書いたい放席 I

1 2 月 8 日午後 1 時～ 3 時 担 当 奥地圭子 参加者 3 2 名

この分科会の趣 旨と概況 この分科会 では、特 に講演者や レポーターを用意せず、

子育てや教育 に関す るこ とで何か言 いたい、 しやべ りたい、聞いてほ しい事 がらを自由に

しやべ り合 お う、 とい うこ とで 設 定 した 。 い わば 大人 の 『 しやべ り場 』 とい う感 じで 、座

長を奥地が行いなが ら話 を適宜出 しても らった。参加 者の多 くは母親で、千葉県下の参加

者がほ とん どであったが、少数、他 県の若い方 も参加 して くだ さり、子 どもの立場か らの

発言がなされ たことで、いい話 し合 いになったと思われ る。 いろいろな話 しが出たが、次

の4 つ ぐ らい が焦 点 にな った 内容 と言 え よ う。

（ 1 ）不登校をめ ぐって 小学生か らの不登校、中学・ 高校か らの不登校 、それ ぞれ

の例 が語 られ た。今 は適応指導教室に行 っている、 ヒステ リーの先生 で困った、給食 の牛

乳が飲 めないのが原 因、身体症状が出る、赤ちやん返 りの ときは添い寝 した、安心で きる

状態 に対応 してきた、等々経験や悩みが語 られた。話 は次 の 2 や 3 につながっていった。

匝車 重痩 垂転 ］ 「ぁと3 ケ月で高校を卒業だが単位が足 りそ うにない。本人は卒

業しな くち や と言 いつ つ朝 起 き られ な い。 起 こ した らいい か 戸 惑 う」「 うち は 高 2 だ が 、

単位 はボロボ ロで、親 は何年 かかって もいい と思 うが、子 どもは卒業 したい」な ど葛藤 し

てしま う とい う話 しに 、似 た状 況 に あ った とい う、今 教 員 の人 か ら 「自分 の場合 、最 低 限

を計算 してギ リギ リで休み、気力で行 った。親 が理解 して くれ て、受験勉強もや らない し、

小説や音楽 にエネルギーをかけ、卒業できた」等の話が紹介 された。

（ 3 ）夫 く父親）の暴力 不登校 を父親が認 めず、暴力 をふるい、「誰 のおかげで大

きくなった」な どの暴言 を吐 く。母が理解を求 めて も 「俺 は変わ る気 はない。お前の子 育

てが悪い」 と言 う。子 どもの打撲 を見かねて別居 を提案す ると 「それ な ら離婚」 と言 う。

諸般の事情でそれ も難 しく、困っている ‥ ・な ど 2 ～3 人の話があった。 これ に対 して、

児童相談所へ相談 して、離す ことも考 える、 もし、き ょうだいが絡んでい る場合、い ちば

んつ らい方 をまず救 うと考える。母親が本気で守 らない と、 3 ～ 4 0 代 になって も、母親

が守 って くれ なか った とい う トラ ウマ が残 る、な どの話 が 出 され た。

（ 4 ）親が無関心、無理解、無謀な場合 逆に、子 どもの立場か ら、親が無関心で

あっ′た り、親 に よっ てつ らい 目に遭 う場合 の話 が 2 例 出 され た。 大 人 に な りあ き らめて お

り、む しろ施設職員や市民活動の仲間が親身 になって くれ てい るとい う話、わかって くれ

ないだけでな く、自分を傷つける親 と離れた くて も親が不安定で、病院にかかってお り、

1 b 代 の 自分が支 えない といけない、母 に否 定されながら母 と離れ るわけにいかない、 と

いうつ ら さも語 られ た。
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第1 6 分科会 シンポジウム・ 子どもの権利条例ができるとどうかわるの ？

「子どもの権利条約の具体化（公的第三者機関）

川西市子 どもの人権オンプズパー ソン調査専門委貞

埼玉県子どもの権利擁護委員 （駿河台大学教授）

千葉県町立中学校いじめ訴訟事件元原告（父親）

司会・ 川崎市子 どもの権利委員会委員長 （山梨学院大教授）

の現状と課題について」

横井 寅 さん

吉田恒雄 さん

太田嘉和 さん

荒牧重人 さん

荒牧 全国的にみても市民が人権条例をつくっていこうと、今の干葉の子どもの実態がどうな

つているのかという事か ら学習 した り、意見交換を している取 り組みは非常に意義あることで

す。いじめや休罰、虐待に苦しんでいるいる子ども、相談しても解決してもらえず傷つく子ど

もの救済について全国ではじめて条例をつ＜ って先駆的な取り組みをしているJll西市で実際に

子どもの相談にのつている横井さん、県レベルで初めての埼玉県の条例づ＜ りの審議会委員で、

現在権利擁護委員の吉田さん、こういう制度のない中で裁判に訴えられた太田さんに話をして

いただきます。

横井 川西市は人口 1 6 万人の大阪のベッドタウン。教育委員会で 1 9 9 5 年か ら実施 してい

た生徒の実感調査が大きかった。小学 5 ， 6 年生、中学 1 ， 2 年生のアンケー トの結果、生き

ているのが苦し＜ なる状況や、誰にも相談できないと害えた子が 1 0 ％お り、つらいと思って

も大人に声が届かない、救済されないという現状がありました。その背景にどうせわからない、

信じて もらえないという無力感があるのではないかというところか ら 1 9 9 8 年 1 2 月 に条例

制定、 1 9 9 9 年 6 月か らオンブスパーソンがスター トしました。相談・調整・調査が仕事で

す。大切にしているのは子どもの話をしっかり受け止め、秘密を守り、課題を整理していきな

がら、皐終的に子ども自らが選んだ解決法を支援してい＜ ことです。問題解決に子どもが関わ

らないと自尊心とか誇 りが感 じられない、 回復ができない、や っぱ り自分が嫌いという事にな

つてしまいます。子どもが選択 したことを支援してい＜ ことが相談活動です。

調整機能は条例では規定されてなかったが、子ども自身が選んだ解決法を支援してい＜ 中で、

調整活動が大切だとわかってきました。第 7 条に「公的良心の管理者」があります。これは子

ども自身がつらい思いをしているのに大人は気付いて＜ れない状況を公の関心事として、子ど

もの気持ちを受け止めることが必要ということで気持らのキャッチボールができるのです。

調査活動は、調査に基づ＜ 勧告、意見表明が

条例 にい続けられたことは大 きいです。 オンブ

スパ ーソ ンが自己発意 で調査す ることもあ りま

す。マス コミで取 り上 げられた事件 とか社会的

現象を調査し、関係機関に是正を求めることが

できます。福祉・教育・ 医療など制度改善を行

政に提言 し、よ り良い制度をつ＜ って もらうこ

とを意見表明 といいます。
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吉田 子どものオンブスパーソンは悪いやつをとっらめる機関ではありません。埼玉県ででき

た経緯は知事が子どもに対する思いが強かったからと聞りています。知事の意向を受けて埼玉

県庁に横断的なチームができ、検討の中で救済機関を設置するという提言が出されました。こ

の提言を受け、 2 0 0 1 年 の夏から秋にかけて権利救済機関設置に向けての委員会ができ 7 固

ほど議論をしました。条例をつ＜ るにあたってのポイン トは

①条例とするか要綱とするか 条例は議会で決まるので、自治体全体に拘束力をもち、市民

の声が間接的であれ反映できます。要綱は行政の都合で作ったり、な＜ なったりするので制

度としては条例の方が安定します

②屋上屋を重ねるのではないかという疑問 既に教育、福祉に電話相談があります。これに

対 しては子ども自身がどれだけ利用 しているかということ、単に相談で終わ っていたことが

あげられます。

③教育分野との調整 教育の中立性という観点から他の機関からの介入を好まないというこ

とがあります。しかし子どもの人権問題は教育内容とは異なり、いろいろな機関との連携が

ないと解決できません。

④総合条例（川崎市）か個別条例（川西市、埼玉県）かは、それぞれの自治休でのそれまでの

取り組みや実情で違ってきます。

⑤対象範囲 県の所管するところは問題ないが、民間や市町村などにおける権利侵害に関与

できるか どうかについては限界があ ります。

◎子どもの権利救済機関としてどういう機能を盛り込むか 支援や調整など従来なじみのな

い条項をどのようにコンセンサスを得るかが重要な課題になります。子どもの主体性の確保

については川西市に学ぶことが大きカ＼った。

運用については子どもにとって使いやす＜ 、行きやすいことが大切で課題です。 2 0 0 2 年 3

月に条例が制定され、 1 1 月 に委員会の活動が始まりました。

太田 当時の学校は血を流すことがあっても保健室に連れて行＜ こともなく、親に連絡もあり

ませんでした。子どももあざとかがあっても転んだとかぶつかったとしか言いませんでした。

学校の中での人権は安＜ 扱われていると思います。子どもは半人前と言われるが、人権が半分

であっていいわけはあ りません。子 どもの 自治能力を育てていません。

裁判は 3 年ほど経ってから提訴しました。当時学校に父親が行 ったせいか調査をして、調査

書を丸秘で渡して＜ れました。これが後の事故報告書です。それが裁判になると教育委員会は

「不知」 といい、加害者もいじめではな＜ ふざけだ と言 った りします。ふざけでな＜ いじめで

あるとの反論も弁護士は考えて＜ れないので、何日も自分で考えなければならず大変でした。

裁判官は 3 人変わったのですが、いろいろな人がいます。裁判に勝ったから言うのではありま

せんが、正義が顔を現すという快感も感じました。裁判では苦の発言が証拠として出てきたり

するので発言は慎重にしなければいけないですね。法律家も人権は安いですよと言う状況があ

ります。個人的な意見ですが裁判を通じて “序列の社会”だ と感じま した。 こういうシステム

が変わ らない限り、 こう した問題はな＜ な らないと思います。序列 は人と人との関係 を切 り裂

＜ ハサミとして機能しているのではないで しょう力＼。
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第1 7 分科会 ○

書い定いヱと害おう ！やりたいヱと描ヱう ！

一字と専と元子と毛でつ＜ る鋸芝居「これは芋と屯の掩剰＝ ？」－

担当 ほっとすぺ－す 市川まり子

参加人数 17 人

報告者 市川まり子

カラン、カランと、紙芝居のはじま りは じまり。

「へっぶりむすこ」実演。

「いつも恥ずかし＜ て言えなかったり、言いた

＜ て も言えないことを、思い っき り□に出 して

言ってみよう ！」と、呼びかけ。

長机を2 つずつ＜ っつけて 6 人掛けを 4 カ所

用意。机の上の「親へ」「先生へ」「おとなたちへ」「友だちへ」と書いた紙を取 って、子

どもは今の気持ちで、おとなは毒手どもだった頃を思い出して（元子どもとして）グルー

プごとに言い合おう、次にや りたいことを描いて紙芝居にしようという段取 りだったが ‥ 。

初めは参加者が少な＜ 、部屋の前を通りかかった若者を紙芝居の観客として引き込み、

何とか開始。（若者は紙芝居が終わったら引き上げ、隣の部屋へ）

その後、とりあえず 1 カ所に集ま ってもらって、子ども 2 人と元子 ども 6 人で、「親へ

言いたいことは」と始めたが、よ＜ 遊んで＜ れるお父さんだったり、やさしいお母さんだ

つた りして・・ ？ 話が盛 り上がらないまま、「それでは、今度は、 いつもや りた＜ て も

できないこと。本当はこんなことをやりたいんだ－ ということを、ク レヨン・ クレパスで、

おとなも子どもの気持ちで描いてみよう」と、お絵かきの時間に。

絵が大好きで早＜ 描きたいと好きなクレヨンの箱を選んで準備していた子は、黙々と画

用紙にクレヨンを走らせ、草原で踊るバレリーナの絵を。子どもたらでにぎやかな音楽会

の絵はお父さんと来た女の子。お父さんの方は、ベ ースを弾＜ ミュージシャン、宇宙船、

潜水艇と壮大な夢・・。

ぽつぽつとやってきた若者に画用紙を渡すと、上手な ドラえもんやアンパンマンの絵が

次々出現。インカの遺跡や高価な壷の絵。「絵なんか大嫌い」と言ってた子たらが「クレ
′

ヨンなんて久しぶり」と言いながら何校もいたずらがきをして飛行機に折って持ら帰った。

全＜ 思惑通りに進まなかった分科会だったが、アンパンマンの絵を描きながら、試験で

評価されることへの不満、テス トのための勉強への疑問、不登校はやっばりいけないので

は・・ といった話も出て、らようど顔を出した不登校体験者に話を聞きたいと対話が始ま

り、お絵かきとおしやペりの部屋としてそれなりの存在意義はあ ったのでは。
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終わ りの全体会『しめない☆まとめない☆おわ らない』報告

三森・山本

『しめない☆まとめない☆おわ らない』を掲げるこの全体会について、今まとめの文章を書＜ ことに

（ しかもこの稚拙な文章力で）、俺（山本）はどうも抵抗を感 じるが、この運動を終わ らせないためにも、

続けていくため にも、や ったことを省みなければならないだろうと納得 し、 この文章を書 く。

終わ りの全休会を担当するに当た って、俺らがまず考 えたこと。それは 2 0 0 1 年の青森のフォーラム

の終わりの全体会は非常につまらなか った ことだ。子どもについてのフォーラムの＜ せに、大 人が分科

会の報告を長々と話 してるだけで、正直何も面白いことはなか った。だいだいか らして、ロで説明した

だけでその場の様子、雰囲気が伝わるとは思えなかった。大人の□から「子どもがみんな生き生きとし

ていて－ 。」なんて言われた って、いまいら現実味を感 じられない。 どうとでも言えるか ら。で も、

子どものロから「楽 しか った。」 つて言われたら、本人の言 うことなんだからこれ以上 t」アルな返答は

ないだろう。そ ういうわけで、各分科会の発表よ り、子どもに話させたほうが面白＜ なるだろうと思 い、

会場の子どもに感想を聞いてみることにした。

で、実際に終わりの全大会が行われるわけなのだが、全体会に顔を出す子どもの人数が少ない ．！最初

にち ょっと喜多さんや奥地さんらに話しても らう以外は子どもに話 してもらおうと思っていだのに、子

どもが少ない ！子どもがいないことには聞きようがなし†ではないか。まあ、たしかに子どもが 入りつら

い雰囲気があ ったのも事実だろう。大人がギャーギャー騒いでいても、当事者である子どもにやる気が

出ないような環境では しょうがない と俺 は思 う。 これは反省すべきところであろう。

会場に子どもが少ないからといって予定を変更するわけにはいかず、少ない子どもをさがしながら会

を進めるのだが、みんな結構 しつか りしたことをしやべ っていて、よか った といえばよか ったのだが、

個人的にはある意味期待はずれだった。俺はいきなりマイクを差し出され、支離滅裂な発言をするかわ

いらしい子どもの姿をみたかったのだ（笑）。子どもにして終わりの全体会に残るだけあって、みんな

タダモ ノではない。も っとタダモノにも参加 してほ しか ったのに…。偏 りすぎだと思う、あの場は。

何人か話を聞いていると、発言させてほ しい と言う大人が現れた。 とはいえ、この場は子どもだけの

発言の場としたか った。話をしたい大人は他 にもいただろうから、1 人だけ話させるのもどうかと思 っ

たし、この人の主張が気に入らなかった。子どもに対して「やってあげてる」という姿勢が丸出しだっ

た。「4 2 歳子 どもです ！」と言われても…と本気で困った。≡森の一言でその場はとりあえずおさまっ

たが、なんかち ょっと気が重か った。

さ らに進めてい＜ と、案の定、子どもは尽きた（笑）。本当は 1 8 歳を過ぎた若者 にさえ しやべらせた

＜ なか った（そ してやはり彼らの話は 1 8 歳末満の子どもより長か った）のだが、彼らを含めても子ど

もは尽きた。それで、「活動は終わ らせないということで、 この会は終わらせます」というバ ッと聞い

たらわ けのわか らん文句とともに会は終わる。

終わってから考えたのだが、「4 2 歳子 ども」の人はまあおいといて、どうせ時間が余ったのなら、大

人に少し＜ らい話す枠を与 えてやってもよか ったかもしれない。

そ して最後に、 ご協力いただいたみなさん、ありがとうがざいま した。
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《 閉会全体会での子ども・ 若者の感想や無言》

●第一分科会は束京で行われた子どもの参画情報センターのフォーラム等 に参加 して企画を練 りまし

た。第一部は参画とは何ぞやとい うこと、第二部はグループ討議を しま した。子どもの社会参画のた

めには広 い範 囲での意見交流 が これか らも必要 です。 メー リング リス トをっ くりたい と思 って います

のでぜ ひ参加 して くだ さい。

●不登校新聞の取材を兼ねいろんな分科会をまわ りました。すごく楽 しかったのは、 9 才や 1 0 才の

子どもたちが意見 を発表 した り絵 を書 いた り して いた ことです。 子 ど もの権利 は日常 的に侵 害 されて

いることが多 く、大 人が常識 的な立場 にた って しま うとど う して も子 ど もの権 利が侵害 されてい くの

で、 子 ど もの立場 にた って考 えてい けば子 どもの権利 は保 障 されて い くとい うことを 2 日間を適 して

感じま した。

●いちばん楽 しか ったの はいろんな ところか らい ろんな人 が釆 ていて話 を聞けた ことです。 自分 の視

野が広がるような話が聞けてうれ しか った しそれが収穫で した。

●分科 会で カ ンボ ジアに行 った報 告やパ レスチナの報告 を しま した。参加 していた人 たち とい っ しょ

につ くれて よか ったです。

●子 どもた ちが いろんな提案 を した り活動 の報 告を して い ることが印象 に残 りま した。 日本 の子 ど も

たちも僕た ちペ ルーのナ ソ ップ と同 じよ うに 自分 たちが主役 にな って活動 してい く姿勢が みえま した。

●この 2 日間参加 して ここが スター トで これか ら自分 たちの思 って いる ことを表現 して い こう、 みん

なでそ うい う活動 を して い こうと言 いたい と思い ます。 あ りが と う。

●毎 年 この よ うに盛大 にフ ォー ラムが行 われて とて もす ば ら しい ことだ と患 います。 これか らも子 ど

もが主役 にな ること、声 を出 してい くこと、子 ど もの人権 が守 られ る ことを続 けてい って ほ しい と思

います。

●南米のペルーか ら釆て 日本の皆 さん と意見交換をすることができて本当によかったです。子 どもが

主役 にな ってい る社 会を みん なでつ くってい きた い と思 います。

●確実 に この フォー ラムで子 どもた ちが社会 参画 を して い るとい うこ とを見 届 けるの も大人 の責 任だ

と思います。恩寵園の分科会 に参加 して、在園 している子 どもたちに「園にいて不安はないですか ？

」と質問 した ところ 「ないです」 と答 えま した。 その時 の 目が本当 にいい 目を して いま した。 あ ぁこ

れで大丈夫だなと思いました。 この分料金を用意 してくれて感謝 しています。

●子 ど もの権利 につ いて あま り関心が あ りません で した。 で もここ釆 てや っぱ り考え ない といけない

と患 い ま した。 い っ し ょに が ん ば って い き ま し ょ う。

●私自身は不登校を しています。不登校の子 どもをもつお父 さん・ お母さんも世の中にはいろんな問

題が あ ってい ろん な人 たちがい るの で不登 校の こと以外 に も目を 向けて くだ さい よ と言 いたい と患 い

ます。

●不登校の子 どもを もつ親 はどんな気持 ちでいるのだろうとい うことに興味があって分科会に参加 し

ま した。参 加 して いた大人 の人 たちが 「いい話を して くれてあ りが とう」 と言 われ、釆 てよか った と

患いま した。

●児童擁護施設 は園生の立場か ら言 うと「自分の家」です。恩寵園でいうと、その家の申で親がわり

である職員が、体罰や子 どもを人間とみないような唐手ヂられたことが行われていたのです。自分の家

で、 も しそ うい うことが起 きた ら・・・と考 えで いただければ、 もっ と身近 な ことと して施設の問題 を理

解で きるので はないか と思い ます。

●堂本知事の隣にすわって舞い上が って しまい何 もしゃべれませんで した。参画は○です。堂本さん

に「何で議員バ ッチをっ けないんですか ？」と質問 した ら「国会議員ではないか らつけないのよ。今

日はひ とりの人間 として参加 しま した」 と言 って いま した。 い ち人間 と してい ることって大事 だ と思

い ま した。

閉会全体会参加者 1 5 0 人
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